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賠的】

切除不能局所進行食道癌に対する50Gy/25回/5週間の根治線量を用いた術前化学放射線療法の臨床成

績について分析した。

【方法】

対象は、 T仙または気管や大動脈ヘの浸潤のある縦隔りンパ節転移を持っ切除不能食道肩平上皮癌と

した。放射線治療は50Gy/25 回/5週間とし、化学療法はシスプラチン(70mg/m')と 5・FU (70om宮/m'

X 5日間)を 2 コース(1-5日目、 29-33日目)併用した。腫傷縮小効果は照射終了後4週間で評価した。

食道亜全摘術は照射終了後6-8週目に予定した。

【結果】

2008年から20Ⅱ年の間に30症例が登録された。男性26名、女性4名であり年齢中央値は66歳

(50-78歳)であった。臨床病期は第7版TNM分類で Cstage Ⅱ/Ⅲ/Ⅳは 1/23/6、 Tν2/3/4 は

1/νν24、 NO/1/2/3 は 3/25/1/1であった。全30例で50Gy/25 回の照射を完遂した。治療効果は 21例

が切除可能となり、 7例は切除不能のまま、 2例は病変増悪であった。全30例中 18例(60%)に食道亜

全摘術が施行された。病理学的腫傷消失は手術症例18例中5例(28%)に見られた。一方、手術症例18

例中2例に在院死(Ⅱ%)が見られたし照射後も切除不能と診断された7例のうち6例にはドセタキセル'

シスプラチン.5.FUによる追加化学療法が1-3コース施行された。非手術施行の3例で長期生存が得ら

れた。全30症例の3年局所領域制御率は70%、 3年全生存率は49%であった。

【老察】

切除不能食道癌の標準治療は、根治的化学放射線療法であるが、その治療成績は不良である。今回の術

前化学放射線療法の臨床試験の結果、全体としての局所制御率および全生存率は良好であった。重篤な副

作用出現はなく、在院死に関しても切除可能食道癌に対する術前化学放射線療法と同程度であった。手術

群と非手術群での3年局所制御率はそれぞれ100%と40%であり、2群間の局所制御率に差があったが、

3年全生存率ではそれぞれ50%と47%と差が見られなかった。これは手術群には術後肺炎りスクがあり、

一方非手術群でも化学放射線療法が奏功し長期生存者がいることが原因と考えられる。術前化学放射線療

法終了時点での治療効果判定にはさらなる診断技術の向上が必要と考える。

【結論】

切除不能食道癌に対する根治線量(50Gy/25回)を用いた術前化学放射線療法は施行可能であり、有望

な治療戦略であると考えられる。

論文内容の要旨
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切除不能食L嵒の標準治療は、根治的化学放射〒療法である
が、その治療成績は不良である。石川一樹君は、切除不能局所進
行食道癌の治療成績向上を目指して、50Gy/25回/5週間の根治線
量を用いた術前化学放射線療法を試み、その臨床成績を析した。
対象は、T北または気管や大動脈ヘの浸潤のある縦隔りンパ飾
転移を持つ切除不能食道肩平上皮癌とした。放射線治療は

50Gy/25回/5週間とし、化学療法はシスプラチン(70mΞ/m2)と5-
FU(70om8/m2×5日間)を2コース(1-5日目、 29-33日目)併用し
た。腫傷縮小効果は照射終了後4週間で評価した。食道亜全摘術
は照射終了後6-8週目に予定した。
2008年から20Ⅱ年の間に30症例が登録された。男性26名、女性
4名であり、年齢中央値は66歳(50-78歳)であった。臨床病期は第
7版TNM分類でCsta8eⅡ/Ⅲ/ⅣはV23/6、 TI/2/3/4はVVV24、
NO/1/2/3は3/25/V1であった。全30例で50Gy/25回の照射を完遂
した。治療効果は21例が切除可能となり、 N列は切除不能のま
ま、豺列は病変増悪であった。30例中18例(釦%)に食道亜全摘術が
施行された。病理学的腫傷消失は手術症例18例中5例(28%)に見ら
れた。一方、手術症例18例中討列に在院死(Ⅱ%)が見られた。照射
後も切除不能と診断された畔列のうち引列にはドセタキセル・シス
プラチン・5-FⅢこよる追力酬ヒ学療法が1-3コース施行された。非
手術施行の討列で長期生存が得られた。全30症例の3年局所領域制
御率は70%、3年全生存率は49%と良好であった。手術群と非手術
群での3年局所制御率はそれぞれ100%と40%であり、 2群間の局所
制御率に差があったが、3年全生存率ではそれぞれ50%と47%と差
が見られなかった。これは手術群には術後肺炎りスクがあり、
方非手術群でも化学放射線療法が奏功し長期生存者がいることが
原因と考えられた。以上、切除不能食道癌に対する根治線量
(50Gy/25回)を用いた術前化学放射線療法は施行可能であり、
有望な治療戦略であると結論した。
本研究は、 2014年にlnt Jclinon⑳1に電子出版され、学位論
文にふさわしい内容である。
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2015年2月3日に行われた公聴会で、石川一樹君は上記研究内容
を報告し、その後副主査の中川教授、奥野教授からの質疑に移っ
た。副主査からは、この臨床試験は前向き研究であるか、
Prim釘yen如ointは何か、生存率と必要症例数はどのように設定
したのか、術前照射の意義を放射線腫傷医の立場でどう考えてい
るのか、強力な化学療法は遠隔転移の抑制に有効か、手術群の死
因は何かなどについて質問があり、石川一樹君は的確に回答し
た。以上より、最終試験は合格とし、論文の内容および本人の学
識ともに医学博士の学位を授与するに十分であると判断された。
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博士学位論文最終試験結果の報告書
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課博・論博
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論 文題

要旨

石川一樹君は、切除不能局所進行食道癌の治療成績向上を目指して、50Gy/25回/5週
間の根治線量を用いた術前化学放射線療法を試み、その臨床成績を析した。対象は、切
除不能食道肩平上皮癌。放射線治療は50Gy/25回/5週間とし、化学療法はシスプラチン
(70mg/m2)と5-FU (70omg/m2×5日間)を2コース a-5日目、 29-33日目)併用した。 30
症例が登録され、年齢中央値は66歳(50-78歳)、臨床病期はCstageⅡ/Ⅲ/Ⅳはν23/6で
あった。全例で50Gy/25回の照射を完遂した。治療効果は21例が切除可能となり、18例
(60%)に食道亜全摘術が施行された。病理学的腫傷消失は5例(28%)に見られた。全体の3
年局所領域制御率は70%、3年全生存率は四%と良好であった。手術群と非手術群での3年
局所制御率はそれぞれ100%と40%であり、2群間の局所制御率に差があったが、3年全生
存率ではそれぞれ50%と47%と差が見られなかった。以上、切除不能食道癌に対する根治
線量(50Gy/25回)を用いた術前化学放射線療法は施行可能であり、有望な治療戦略で
あると結論した。本研究は、 2014年にlntJCHnoncoUこ電子出版され、学位論文にふ
さわしい内容である。
2015年2月3日に行われた公聴会で、石川一樹君は上記研究内容を報告し、その後副主
査の中川教授、奥野教授からの質疑に移った。副主査からは、この臨床試験は前向き研
究であるか、prim釘y 印如ointは何か、生存率と必要症例数はどのように設定したの
か、術前照射の意義を放射線腫傷医の立場でどう考えているのか、強力な化学療法は遠
隔転移の抑制に有効か、手術群の死因は何かなどについて質問があり、石川一樹君は的
確に回答した。審査委員は、この研究が石川一樹君の研究成果であることを確認した。
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